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２０１７年　４月２５日（火） 第１６４号

病
院
の
浸
⽔

研究者として成長できる 教育 ・ 労働条件を実現しよう

団体交渉報告その⑦

「2018年度以降に対応」

（１） 第１６４号                    週刊あのつ             ２０１７年 ４⽉２５⽇（⽕）

第88回三重県中央メーデー
　日時　2017年５月１日（月）
　午前　10時開会
　場所　津市・観音公園
安倍「働き方改革」のもとで、長時間労働

の是正が叫ばれています。多くのご参加を。

「
分
担
し
て
加
入
を
呼
び
か
け
よ
う
」

第
２
回
執
行
委
員

会
で
の
議
論
か
ら

　

先
週
17
日
、
第
２
回
執
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
労
働
契
約
法
18
条
改
正
に
よ
る
有
期
雇
用
教

職
員
の
５
年
経
過
後
の
無
期
転
換
権
の
と
り
あ
つ
か
い
に
つ
き
、

こ
の
間
の
全
国
お
よ
び
三
重
大
学
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
三
重
大
学
の
学
内
規
程
等
の
改

正
の
動
き
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
課
題
で
あ
る
、「
労

働
契
約
書
を
毎
年
更
新
す
る
こ
と
の
問
題
性
」
と
、
非
常
勤
講
師

に
つ
い
て
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
」
が
あ
っ
た
場
合
に
、
濫
用
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
が
今
後
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
員
が
研
究
者
と
し
て
研
究
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る

に
際
し
て
の
、
研
究
休
職
制
度
等
の
研
究
支
援
制
度
の
現
状
調
査

を
開
始
す
る
こ
と
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
給
付
制
奨
学
金
制
度
の

抜
本
的
な
拡
充
を
求
め
る
こ
と
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
採
用
者
に
対
し
て
執
行
委
員
が
分
担
し
て
呼
び
か

け
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

予算が付き次第台風16号による

57
ミ
リ
し
か
対
応
で
き
な
い

１
０
０
ミ
リ
の
降
⽔
で
も

附
属
病
院
の
通
路

　

昨
年
の
台
風
16
号
に
よ
る
豪
雨
で
冠
水
し
た
附
属
病
院
の
バ
ス
停

側
の
通
路
。
去
る
３
月
の
団
体
交
渉
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。「
予
算

が
付
き
次
第
、
２
０
１
８
年
度
を
め
ど
に
回
収
す
る
、
と
い
う
の
が

当
局
の
目
標
で
す
。

矢
崎
　

昨
年
９
月
の
台
風
16
号

の
際
に
、
病
院
の
仮
設
通
路
で

浸
水
が
あ
っ
た
。
病
院
の
解
体

工
事
に
と
も
な
っ
て
、
病
院
の

雨
水
排
水
を
仮
設
で
行
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
仮
設
ポ
ン
プ
の
不

具
合
に
よ
っ
て
浸
水
が
発
生
し

た
。
現
在
、
仮
設
ポ
ン
プ
の
増

強
や
、
排
水
経
路
を
別
途
確
保

す
る
方
向
で
、
施
設
部
の
方
で

対
応
を
行
っ
て
い
る
。
想
定
最

大
降
水
量
は
、
大
学
構
内
か
ら

放
流
す
る
津
市
の
第
２
雨
水
幹

線
の
想
定
最
大
降
水
量
の
時
間

あ
た
り
57
ミ
リ
に
合
わ
せ
て
い

る
。
構
内
の
第
２
雨
水
幹
線
の

敷
設
工
事
を
２
０
１
５
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
が
、
国
の
予

算
の
状
況
に
よ
り
、
病
院
地
区

の
方
は
２
０
１
８
年
度
以
降
に

な
る
予
定
で
あ
る
。

伊
藤
　

１
時
間
に
57
ミ
リ
と
い

う
の
は
少
な
い
。
16
号
は
、
津

で
１
０
０
ミ
リ
近
く
降
ら
せ
た

と
思
う
。
そ
れ
く
ら
い
し
か
処

理
能
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

矢
崎
　

そ
の
と
き
に
は
57
ミ

リ
を
超
え
て
い
た
と
私
も
思

う
。
施
設
部
の
方
で
見
直
し

て
い
る
。
ま
だ
予
算
が
付
い

て
い
な
い
が
、
病
院
地
区
で
は

２
０
１
８
年
度
以
降
に
完
成
さ

せ
る
つ
も
り
だ
。



非正規教職員の無期転換権を適正に保障させよう

２０１７年 ４⽉２５⽇（⽕）              週刊あのつ                  第１６４号 （２）

２０１７年　４月１７日

2017年度三重大学教職員組合役員選挙開票結果

三重大学教職員組合選挙管理委員会

執行委員長　　兼重　直文

　　　　　　　信任　１０４票　不信任　１票

副執行委員長　重松　良祐

　　　　　　　信任　１０３票　不信任　２票

書記長　　　　深井　英喜

　　　　　　　信任　１０４票　不信任　１票

書記次長　　　末原　憲一郎

　　　　　　　信任　１０４票　不信任　１票

書記次長　　　米倉　雄治

　　　　　　　信任　１０４票　不信任　１票

監事　　　　　小田　敦子

　　　　　　　信任　１０４票　不信任　１票

監事　　　　　田中　伸明

　　　　　　　信任　１０４票　不信任　１票

和歌山大学軍事的安全保
障研究に関する声明(案 )

2017年４月14日

学長、理事、副学長、

学部長懇談会

　和歌山大学は、人類の永続的な

発展と平和な社会に貢献する高等

教育機関として、学問の自由及び

学術の健全な発展のために、軍事

的安全保障研究と見なされる可能

性のある研究は、これの実施を認

めないこととする。

１．日本学術会議による1950 年

の「戦争を目的とする科学の研究

は絶対にこれを行わない」旨の声

明、1967年の「軍事目的のための

科学研究を行わない声明」、並びに、

2017年の「軍事的安全保障研究に

関する声明」を尊重する。

２．軍事的安全保障研究の可能性

のあるものについて、技術的・倫

理的に審査・評価する審査委員会

を設置する。

こ
れ
の
実
施
を
認
め
な
い

軍
事
的
安
全
保
障
研
究
と
見
な
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
研
究
は
　

先
月
、
日
本
学
術
会
議
が

幹
事
会
で
出
し
た
声
明
は
、

「
学
協
会
等
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
術
分
野
の
性
格
に

応
じ
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

を
設
定
す
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
る
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
こ
た
え
て
和
歌
山

大
学
で
は
、
上
記
の
指
針
を

作
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

三
重
大
学
で
も
同
様
の
と

り
く
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

愛
知
県
労
働

組
合
総
連
合

最
低
生
計
費
試
算
調
査
結
果
で
す

　

「
30
代
４
人
家
族
で
は
、
家

賃
５
万
２
０
０
０
円
の
ア
パ
ー

ト
に
居
住
し
、
食
費
は
４
人
で

１
日
３
３
０
０
円
。
夫
は
背
広

２
着
を
着
回
し
、
子
ど
も
は
運

動
靴
１
足
を
２
年
間
履
き
続
け

る
な
ど
生
活
は
つ
つ
ま
し
い
。

単
身
赴
任
と
違
い
、
名
古
屋
市

で
も
日
帰
り
行
楽
や
買
い
物
、

子
ど
も
の
送
り
迎
え
に
自
動
車

（
月
３
・
１
万
円
）
が
必
需
品

だ
。
40
代
４
人
家
族
で
は
、
中

学
生
と
小
学
生
の
教
育
費
が
月

３
・
７
万
円
。
50
代
４
人
家
族

で
は
一
気
に
13
万
円
と
子
ど
も

の
成
長
と
と
も
に
支
出
額
は
増

え
る
。
夫
の
飲
み
会
は
月
１
回

（
３
０
０
０
円
）、
妻
は
家
事
の

合
間
に
知
人
と
の
会
食
（
月
１

回
２
０
０
０
円
）
で
ス
ト
レ
ス

発
散
す
る
」
―
―
昨
年
、
愛
知

県
労
働
組
合
総
連
合
が
、
民

間
や
公
務
を
含
む
組
合
員
の
実

際
の
生
活
を
も
と
に
、
積
算
方

式
で
試
算
し
た
調
査
結
果
か
ら

見
え
て
く
る
、
日
常
生
活
で
す
。

　

愛
労
連
は
、「
試
算
に
あ
た
っ

て
は
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
や

家
具
は
最
低
価
格
の
も
の
で
そ

ろ
え
ま
す
が
、
美
容
院
に
も
通

い
、
つ
き
あ
い
や
生
活
も
加
味

し
た
〝
普
通
の
く
ら
し
〟
を
想

定
し
て
い
ま
す
」
と
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
子
育
て
世
代
で

は
30
代
で
年
５
７
０
万
円
、
40

代
で
　

６
６
０
万
円
、
50
代
で

８
６
０
万
円
必
要
な
こ
と
が
明

ら
か
に
」
な
っ
た
も
の
の
、「
１

人
の
収
入
で
は
最
低
生
計
費
額

に
満
た
な
い
世
帯
が
約
半
数
」

と
し
ま
す
。
と
く
に
税
・
社
会

保
障
や
教
育
費
が
生
活
を
圧

迫
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
ら
し
い
生
活
の
た
め
に

も
、
ま
と
も
な
賃
上
げ
が
緊
急

に
必
要
で
す
。


